
令和３年度　江戸川区立鹿本小学校　学校関係者評価　中間評価用報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・学期に１回以上行う。

全教職員の９０％以上が校内
研により授業が改善できた教員の資質向上

教員研修の充実

校内研究の推進

・学習用タブレットを活用した授業実施に向けた
研修

学力向上を目指す授業力向上の実践（算数科）

・ＩＣＴ支援員による研修を行う

・年６回の研究授業

特色ある教育の
展開

組織力の向上 組織的な対応を基盤とした安心・安全な学校づく
り

・怪我、安否確認等を優先事
項として取組む

・適宜、ホウレンソウを確実に
行う

交流教育による相互
理解の進化

・交流学習の充実 ・鹿本学園との交流を行う。 ・年間２回以上…１００％

特別支援教育の
充実

特別支援教育の推進 ・校内委員会の活性化を図ることなどによる指導・
支援の充実
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に
応じた指導の充実
・エンカレッジルームの活用促進

・ＳＣ等による研修会を行う。

・授業のねらいを明確にする。

・不登校児童の支援の際の使
用

・年間１回以上…１００％

・めあての焦点化…８０％以上

・積極的に活用する。
・年間２回以上…１００％

いきいきと学ぶ学
校づくり

確かな学力の向上 ・「確かな学力向上推進プラン」の実施・改善や補
習の実施などによる指導の充実と授業力の向上
・「各教科等の連携教育プログラム」による連携の
充実

・年３５回の一斉補習教室

・各学年が何に取り組むべき
かを確認する。

・年間３５回…１００％

・学期の終わりに、必ず進捗状
況を確認する。

読書科の更なる充実 ・読書を通じた探究的な学習の充実
（読書科ノートの活用、資料の収集の仕方や記録
の取り方の指導、自己の考えをまとめ表現する方
法の指導、朝読書と１単位時間の授業との関連
付け、他教科との関連等）
・学校図書館の整備、学校図書館を使った授業
の充実

・図書担当が読書科について
のＯＪＴを行い、進捗の状況を
確認する。

・図書担当が研修を行い充実
を図る。

・学期に１回、確認を行う。

・年間２回…１００％

健全育成に向けた取
組の強化

・いじめ・不登校の未然防止に向けた魅力ある学
校づくりの取組の充実
・チルドレン・サポートチームや生活指導連絡協
議会の活用

・いじめアンケートを行う
・ＱＵテストを行う
・生活指導連絡協議会には必
ず参加し情報を共有する。

・年間２回…１００％
・年間１回…１００％
・生活指導連絡協議会参加
　　　　　　　　　　　　　…１００％

外国語教育の推進 ・授業力の向上とALTの効果的な活用 教員がＴ１として授業を行い、
ＡＬＴと協力して授業を行う。

・全体の９０％以上実施する。

オリパラ教育の推進 ・「オリンピック・パラリンピックレガシー創造プラ
ン」に基づく取組、「学校2020レガシー」の設定や
オリパラコーナーの充実

・オリンピック・パラリンピック教
育を確実に行う。
・コーナーの充実

年間３５時間…１００％

・情報を最新のものにする。

体力の向上 ・体育の授業や休み時間における全校運動遊び
など主体的な運動の実施による運動意欲の向上

・毎週金曜日に全校運動遊び
に取り組む。

・年間３５回…１００％

学校教育目標
◎考える子　　◯やさしい子　　◯たくましい子
　　　　　　　～わくわく鹿本小学校～

◯主体的に学び、一人一人確かな学力を身に付けた児童   　　 【考える子】
◯善悪の判断力や規範意識、思いやりの心をもった児童         　 【やさしい子】
◯運動を日常化し、自ら体を鍛えようとする児童                　　　 【たくましい子】
◯歴史と伝統を引き継ぎ鹿本の子として誇りをもつ子

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞昨年度、算数科の校内研究を行った。話し合いの場を多く設けたことにより、児童が生き生きと授業に参加できるようになった。また、どの学年においても授業中の
児童の発言が増え、授業が活発になった。
＜課題＞児童は授業に参加できるようになったが、それば学力につながっていない。本校は研究のテーマとして「学力向上を目指す授業改善」を挙げているので、児童の
学力が向上するための取組を一層取組む必要がある。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 年度末に向けた

改善策


